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『LINK』を読んで考えた 
福島県双葉郡のあれこれ

門馬　健

を読む

一
、
発
端
―
十
六
冊
の
『LIN

K

』
―

　

今
回
『LIN

K

を
読
む
』
執
筆
の
大
役
を
仰

せ
つ
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
執
筆
陣
と
は
違
い
、

無
名
だ
し
実
績
も
な
い
の
に
。
事
務
局
の
お
話

だ
と
、
筆
者
（
あ
く
ま
で
筆
者
。
評
者
で
は
な

い
）
が
先
日
、
大
学
院
時
代
の
先
輩
の
吉
川
圭

太
さ
ん
に
「『LIN

K

』
を
読
み
た
い
」
と
お
願

い
し
、
全
号
を
頂
戴
し
た
こ
と
で
白
羽
の
矢
が

立
っ
た
と
い
う
。
右
の
訳
で
十
六
冊
も
い
た
だ

い
た
恩
が
あ
る
以
上
、
断
る
わ
け
に
も
い
か
な

い
。
精
々
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
う
。

　

そ
も
そ
も
筆
者
が
『LIN

K

』
を
求
め
た
訳
は
、

あ
る
雑
誌
に
「
福
島
県
域
史
の
課
題
」
に
つ
い

て
書
く
必
要
が
生
じ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
こ
の

と
こ
ろ
、
被
災
地
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
ヒ
ス

ト
リ
ー
と
自
治
体
史
編
纂
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
が
多
く
、
神
戸
を
含
め
た
兵
庫
県
内
の
事
例

に
学
ぶ
機
会
を
窺
っ
て
い
た
。『LIN

K

』
を
教

科
書
に
「
福
島
県
双
葉
郡
」
を
考
え
た
い
と
い

う
の
が
発
端
で
あ
る
。「『LIN

K

』
を
読
む
」
は
、

本
来
で
あ
れ
ば
最
新
号
を
中
心
に
論
評
す
る
の

だ
ろ
う
が
、
そ
も
そ
も
筆
者
は
論
評
す
る
能
力

も
な
く
、
且
つ
複
数
の
『LIN

K

』
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
で
学
ぼ
う
と
し
て
い
た
の
で
、
慣
例
を

外
れ
て
し
ま
う
が
ご
海
容
い
た
だ
き
た
い
。
本

稿
で
は
十
五
号
の
特
集
「
自
治
体
史
編
纂
の
現

在
―
参
加
と
活
用
の
新
し
い
取
り
組
み
―
」

を
中
心
に
複
数
の
『LIN

K

』
を
読
ん
で
考
え

た
こ
と
、
特
に
今
後
の
福
島
県
沿
岸
地
域
の
歴

史
編
纂
に
向
け
感
じ
た
課
題
と
可
能
性
に
つ
い

て
記
し
た
い
。

二
、『LIN

K

』
十
五
号
を 

読
む
に
当
た
っ
て
の
欲
求

　

筆
者
は
二
〇
二
五
年
三
月
ま
で
、
福
島
県
双

葉
郡
富
岡
町
の
一
公
務
員
で
あ
っ
た
。
双
葉
郡

八
町
村
は
全
町
村
と
も
、
東
日
本
大
震
災
と
東

京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
影
響

が
甚
大
で
、
一
度
は
避
難
先
の
別
自
治
体
内
に

役
場
機
能
を
移
転
し
、
住
民
対
応
・
避
難
者
支

援
を
行
っ
た
経
験
が
あ
る
。

　

他
方
、
各
町
村
の
位
置
＝
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
と
の
地
理
的
関
係
に
よ
っ
て
住
民
の
避
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難
期
間
や
町
村
域
内
の
再
生
状
況
な
ど
が
異
な

る
。
す
な
わ
ち
①
（
一
部
解
除
を
含
む
）
避
難

指
示
解
除
区
域
内
の
人
口
回
復
度
合
い
、
②
建

物
の
公
費
解
体
に
伴
う
景
観
の
変
化
（
更
地
化

な
ど
）面
積
、③
土
地
利
用
の
急
激
な
変
化（
例
・

広
大
な
農
地
の
産
業
団
地
化
な
ど
）、
④
建
物

解
体
に
よ
る
地
域
資
料
の
滅
失
度
合
い
、
⑤
祭

礼
を
含
め
た
習
俗
の
継
承
状
況
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
地
域
内
の
生
産
活
動
に
お
い
て
「
継
承
」「
残

存
」
に
差
が
生
じ
て
い
る
。

　

八
町
村
は
福
島
第
一
・
第
二
の
両
原
子
力
発

電
所
の
立
地
有
無
な
ど
に
よ
り
、
三
・
一
一
以

前
の
原
発
認
識
や
原
発
関
連
産
業
と
の
距
離
感

が
違
っ
た
。
ゆ
え
に
三
・
一
一
前
に
編
纂
し
た

各
町
村
史
の
記
述
は
、
原
発
に
つ
い
て
ま
ち
ま

ち
の
視
点
で
書
か
れ
た
、
ま
た
は
記
述
自
体
が

な
い
と
い
う
状
況
に
あ
る
。

　

こ
の
八
町
村
が
「
自
治
体
消
滅
の
危
機
」
と

も
い
え
る
状
況
を
経
験
し
つ
つ
、
三
・
一
一
と

複
合
災
害
を
行
政
と
し
て
い
か
に
総
括
し
叙
述

す
る
の
か
が
筆
者
の
大
き
な
関
心
と
し
て
存
在

す
る
。
そ
の
総
括
・
叙
述
の
発
露
の
場
が
「
新

編
自
治
体
史
編
纂
」
に
求
め
得
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
た
。
自
治
体
史
編
纂
の
意
義
に

関
す
る
考
え
方
、
編
纂
思
想
、
巻
構
成
、
編
纂

過
程
に
お
け
る
方
法
論
や
行
政
・
研
究
者
・
住

民
の
関
わ
り
方
な
ど
を
学
び
た
い
と
の
思
い
で

『LIN
K

』
十
五
号
を
手
に
取
っ
た
。

三
、
特
集
「
自
治
体
史
編
纂
の
現
在
―
参
加
と

活
用
の
新
し
い
取
り
組
み
―
」
を
読
ん
で

　

特
集
は
六
本
の
論
文
で
構
成
す
る
。
初
め

に
、
歴
史
研
究
者
と
し
て
二
桁
の
自
治
体
史
編

纂
に
携
わ
っ
て
き
た
奥
村
弘
氏
は
、
経
験
に
基

づ
く
自
治
体
史
編
纂
姿
勢
の
変
化
と
、
自
治
体

史
編
纂
「
過
程
」「
そ
の
後
の
あ
り
方
」
を
見

通
し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
実
践
と
も

い
え
る
事
例
を
提
示
し
、
研
究
者
と
し
て
の
自

治
体
史
編
纂
へ
の
携
わ
り
方
を
論
じ
た
。
続
い

て
成
田
雅
俊
氏
、
廣
井
愛
邦
氏
、
高
橋
伸
拓
氏

が
自
治
体
側
と
し
て
三
自
治
体
の
取
り
組
み
事

例
を
紹
介
し
た
。
殊
に
廣
井
氏
に
よ
る
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
史
編
纂
の
思
想
と
実
践
は
圧
巻
で
あ
り
、

「
歴
史
が
な
い
」
と
自
称
す
る
全
国
の
地
域
に

す
ぐ
に
で
も
援
用
で
き
る
概
念
で
あ
ろ
う
。
次

い
で
中
村
光
夫
氏
は
自
治
体
史
編
纂
後
の
活
用

を
「
尼
崎
市
史
」
を
読
む
会
と
い
う
ひ
と
つ
の

団
体
活
動
の
運
営
側
の
視
点
で
事
例
報
告
し
た
。

最
後
に
河
野
未
央
氏
は
右
団
体
の
活
動
実
態
の

分
析
と
と
も
に
『
尼
崎
市
史
』
の
コ
ン
セ
プ
ト
、

構
成
、「
使
わ
れ
方
」
と
被
評
価
に
つ
い
て
論
じ
、

自
治
体
史
編
纂
「
後
」
以
上
に
、「
前
」
の
設

計
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。

　

六
編
に
共
通
す
る
の
が
、
歴
史
研
究
者
と
市

民
（
資
料
所
蔵
者
・
自
治
体
史
利
用
者
と
も
）

が
自
治
体
史
の
編
纂
に
と
ど
ま
ら
ず
、
利
用
を

含
め
て
い
か
に
継
続
的
に
関
わ
る
こ
と
が
可
能

か
、
ま
た
そ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
ど
の
よ

う
な
形
で
用
意
で
き
る
か
、
と
い
う
論
点
提

示
で
あ
ろ
う
。
か
つ
て
菅
豊
氏
は
、
国
内
外
の

研
究
者
の
仕
事
を
紹
介
し
な
が
ら
、
人
び
と
の

多
く
が
学
校
教
育
以
外
の
場
で
歴
史
に
関
心
を

持
っ
て
お
り
、
用
意
さ
れ
る
べ
き
歴
史
実
践
の

場
の
多
様
性
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
歴
史
研
究

者
へ
の
理
解
・
実
践
力
の
具
備
の
必
要
性
を
論

じ
た
（
菅
豊
・
北
條
勝
貴
編
『
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

ヒ
ス
ト
リ
ー
入
門
』
勉
誠
社
、
二
〇
二
一
年
）。

　

菅
氏
の
い
う
歴
史
実
践
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
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兵
庫
県
内
に
お
い
て
は
、
歴
史
研
究
者
が
自
治

体
と
市
民
と
と
も
に
史
料
調
査
・
整
理
や
自
治

体
史
編
纂
、
勉
強
会
・
講
演
会
な
ど
を
通
じ
、

厚
い
蓄
積
を
既
に
重
ね
て
い
る
こ
と
が
同
特
集

か
ら
読
み
取
ら
れ
る
。
兵
庫
県
内
の
よ
う
な
試

み
が
他
地
域
の
自
治
体
史
編
纂
の
場
で
、
各
地

域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
形
で
い
か
に
実
践
で
き

る
か
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　

奥
村
論
文
で
は
、
編
纂
時
期
・
地
域
性
・
関

わ
っ
た
研
究
者
に
よ
っ
て
様
々
な
編
纂
方
法
が

採
ら
れ
た
実
例
を
紹
介
し
、
各
編
纂
過
程
に
お

い
て
編
纂
自
治
体
ご
と
が
持
つ
「
展
望
」（
言

い
換
え
れ
ば
「
姿
勢
」「
思
想
」）
の
差
が
、
編

纂
後
に
お
け
る
歴
史
研
究
者
・
自
治
体
史
・
市

民
・
活
用
史
料
の
「
関
わ
り
方
」
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
れ
を
踏
ま

え
、
成
田
・
高
橋
・
中
村
・
河
野
各
論
文
の
如

く
、
課
題
を
内
包
し
つ
つ
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
展

開
を
伴
っ
て
紹
介
さ
れ
た
事
例
は
、
他
所
の
地

域
で
の
実
践
に
つ
な
が
る
活
動
と
し
て
大
い
に

学
べ
た
。

（
一
）
自
治
体
史
編
纂
の
事
業
化 

と
行
政
の
動
か
し
方

　

そ
の
上
で
感
じ
た
の
が
、
自
治
体
史
編
纂
の

意
思
決
定
過
程
の
問
題
で
あ
る
。
奥
村
・
河
野

論
文
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
自
治
体
史
編
纂
は

刊
行
後
の
あ
り
方
で
そ
の
意
義
が
変
わ
る
。
刊

行
後
の
あ
り
方
は
、
編
纂
着
手
前
の
「
設
計
」

に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
と
い
う
。

　

特
集
で
は
刊
行
後
に
お
け
る
、
①
史
資
料
の

継
承
・
さ
ら
な
る
活
用
と
掘
り
起
こ
し
、
②
社

会
教
育
の
場
を
含
め
た
自
治
体
史
自
体
の
活

用
、
③
編
纂
事
業
で
構
築
さ
れ
た
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
る
右
記
活
動
の
展
開
―
な
ど
が

大
き
な
論
点
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
①
～
③
の

い
ず
れ
も
自
治
体
史
の
編
纂
方
針
に
左
右
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
編
纂
に
係
る
行
政
組
織
や
市

民
、
研
究
者
の
関
わ
り
方
が
変
わ
る
。
編
纂
に

使
用
し
た
史
資
料
は
編
纂
後
い
か
に
扱
う
の
か
。

編
纂
の
成
果
物
だ
け
市
民
に
示
す
の
か
、
編
纂

中
も
広
く
参
画
を
募
り
協
働
し
て
史
資
料
収
集
、

史
資
料
整
理
、
叙
述
を
す
る
の
か
。
編
纂
の
成

果
物
は
何
の
た
め
に
作
り
、
何
を
明
ら
か
に
す

る
の
か
。

　

こ
れ
ら
は
、
最
終
的
に
は
編
纂
の
主
語
と
な

る
行
政
が
決
定
す
る
訳
だ
が
、
方
針
決
定
に
至

る
ま
で
に
は
、
複
数
の
段
階
を
経
る
こ
と
に
な

る
。
具
体
的
に
は
、
企
画
立
案
、
有
識
者
へ
の

諮
問
、
役
所
内
合
意
と
政
策
決
定
、
議
会
説
明

と
合
意
、
事
業
体
制
構
築
・
着
手
な
ど
で
あ
ろ

う
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
う
自
治
体
も

あ
る
。
こ
れ
ら
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
市
民
や

外
部
の
研
究
者
が
影
響
力
を
発
揮
で
き
る
機
会

は
多
い
と
は
限
ら
な
い
。
他
方
で
、
徹
頭
徹
尾

関
わ
り
続
け
る
の
は
、
行
政
職
員
で
あ
る
。

　

こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
大
き
な
力
を
発
揮

し
て
欲
し
い
の
が
、
当
該
行
政
に
い
る
学
芸
職

員
や
司
書
、
社
会
教
育
に
携
わ
る
人
び
と
で
あ

る
。
彼
ら
・
彼
女
ら
は
、
基
本
的
に
は
教
育
委

員
会
を
含
め
た
行
政
組
織
に
属
す
る
場
合
が
多

く
、
一
般
の
市
民
よ
り
も
組
織
内
に
声
を
反
映

さ
せ
や
す
い
位
置
に
い
る
。
何
よ
り
、
自
ら
の

存
在
意
義
を
示
す
最
良
の
機
会
の
一
つ
と
な
ろ

う
。

　

全
国
各
地
に
史
（
資
）
料
ネ
ッ
ト
が
起
ち
上

が
り
、
地
域
資
料
の
救
出
・
保
全
と
そ
の
後
の
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利
活
用
が
、
大
学
・
民
間
・
自
治
体
レ
ベ
ル
で

実
践
さ
れ
つ
つ
あ
る
現
在
、
史
資
料
の
保
存
管

理
や
活
動
の
受
け
皿
と
な
る
資
料
館
・
博
物
館

な
ど
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
史
資
料
ネ
ッ

ト
の
活
動
が
自
治
体
史
に
結
実
で
き
た
な
ら
、

そ
れ
は
地
域
に
お
け
る
史
資
料
保
全
活
動
の
意

義
を
直
接
的
に
訴
え
ら
れ
る
。
自
治
体
史
編
纂

に
直
結
し
な
く
と
も
、
地
域
の
社
会
教
育
施
設

に
お
い
て
史
資
料
が
活
用
さ
れ
れ
ば
、
税
金
を

使
っ
て
仕
事
を
す
る
行
政
に
訴
え
か
け
る
大
き

な
要
素
と
な
る
。

　

そ
の
た
め
、
今
後
、
自
治
体
史
の
編
纂
が
期

待
さ
れ
る
地
域
に
お
い
て
（
筆
者
に
と
っ
て

は
福
島
県
お
よ
び
双
葉
郡
な
ど
の
被
災
地
域
）、

当
該
自
治
体
の
学
芸
職
員
や
司
書
、
社
会
教
育

担
当
者
の
姿
勢
が
自
治
体
史
編
纂
の
成
否
に
直

接
的
な
影
響
を
与
え
る
と
考
え
る
。
彼
ら
・
彼

女
ら
は
い
か
な
る
思
想
を
も
っ
て
地
域
を
描
こ

う
と
す
る
の
か
。
住
民
と
い
か
に
関
係
を
築
き
、

編
纂
前
か
ら
後
ま
で
い
か
に
関
わ
る
か
。
諸
分

野
の
研
究
者
に
何
を
求
め
る
の
か
。
自
治
体
史

編
纂
の
意
思
決
定
以
前
、
即
ち
自
治
体
の
政
策

決
定
過
程
に
お
い
て
、
社
会
教
育
関
係
者
の
動

向
が
キ
ー
と
な
る
の
で
あ
る
。

（
二
）
三
・
一
一
被
災
地
に
よ
る 

自
治
体
史
編
纂
の
意
味
と
担
い
手

　

特
集
に
加
え
、
重
要
な
一
編
だ
と
感
じ
た
の

が
天
野
真
志
氏
「
自
治
体
史
編
纂
と
震
災
資
料

―
『
岩
沼
市
史
11　

特
別
編
Ⅲ
震
災
』
に
お

け
る
震
災
叙
述
―
」で
あ
る
。
災
害
に
つ
い
て
、

自
治
体
が
い
か
に
「
歴
史
」
の
文
脈
で
記
録
し
、

（
地
域
再
生
の
途
中
の
段
階
で
あ
っ
て
も
、
時

点
成
果
と
し
て
）
総
括
す
る
の
か
。
災
害
が
現

在
進
行
形
の
状
況
に
あ
っ
て
、
い
か
な
る
資
料

保
全
・
記
録
が
求
め
ら
れ
る
の
か
、
示
唆
に
富

ん
で
い
る
。

　

天
野
氏
は
「
自
治
体
内
で
如
何
な
る
議
論

や
手
続
き
を
通
し
て
『
震
災
編
』
が
提
起
さ

れ
、
調
査
や
執
筆
者
選
定
等
が
行
わ
れ
て
い
た

の
か
は
、
岩
沼
市
に
お
け
る
震
災
認
識
を
知
る

上
で
重
要
な
点
」
と
す
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
の

重
要
性
は
災
害
被
災
地
の
自
治
体
史
編
纂
に
と

ど
ま
ら
な
い
。
当
該
自
治
体
が
、
地
域
を
見
つ

め
、
地
域
の
人
び
と
の
営
為
を
「
不
断
に
考
え

続
け
る
た
め
の
自
治
体
史
」
の
編
纂
・
活
用
を

い
か
に
実
践
す
る
か
、
ま
た
自
治
体
・
地
域
住

民
・
歴
史
研
究
者
・
地
域
資
料
が
将
来
に
わ
た
っ

て
い
か
に
関
わ
り
合
っ
て
い
く
の
か
、
を
巡
る

普
遍
的
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
広
域
自
治
体
た
る

福
島
県
を
筆
頭
と
し
て
、
災
害
被
災
地
、
特
に

二
〇
一
一
年
以
来
続
く
原
子
力
災
害
の
被
災
自

治
体
に
お
い
て
は
、
自
然
災
害
と
原
子
力
災
害

を
い
か
に
歴
史
・
地
域
史
に
位
置
づ
け
る
か
と

い
う
歴
史
意
識
を
問
わ
れ
る
意
味
で
、
極
め
て

重
要
な
問
題
と
な
る
。

　

双
葉
郡
内
を
含
め
、
福
島
県
沿
岸
部
自
治
体

で
は
徐
々
に
学
芸
（
職
）
員
の
数
が
増
え
つ
つ

あ
る
。
筆
者
は
、
彼
ら
・
彼
女
ら
に
大
き
な
期

待
を
抱
く
と
と
も
に
、
歴
史
を
描
く
上
で
極
め

て
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
い
る
こ
と
を
自
覚
し

て
ほ
し
い
と
も
思
う
。
宮
地
正
人
氏
は
、
地
域

の
学
芸
員
こ
そ
、
地
域
の
視
座
か
ら
通
史
の
既

成
の
枠
組
み
を
打
破
で
き
る
最
良
の
陣
地
に
い

る
と
し
た
（
宮
地
正
人
『
通
史
の
方
法
』
名
著

刊
行
会
、
二
〇
一
〇
年
）。
筆
者
は
、
自
治
体

史
編
纂
の
過
程
こ
そ
、
彼
ら
・
彼
女
ら
が
「
復

興
」
に
最
も
貢
献
で
き
る
局
面
の
一
つ
で
あ
ろ

う
と
考
え
て
い
る
。
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筆
者
が
思
う
原
子
力
災
害
被
災
地
行
政
が
自

治
体
史
を
編
纂
す
る
意
義
は
、
お
お
よ
そ
以
下

に
ま
と
め
ら
れ
る
。
①
被
災
地
行
政
と
し
て
い

か
に
震
災
・
原
子
力
災
害
を
総
括
す
る
の
か
、

②
将
来
、
様
々
な
場
面
に
お
け
る
研
究
・
検
証

の
素
材
と
し
て
「
今
し
か
残
せ
な
い
」
史
資
料
・

情
報
を
い
か
に
継
承
で
き
る
か
、
③
昭
和
～
平

成
に
お
け
る
地
域
開
発
の
成
果
と
二
〇
一
一
年

以
来
続
く
結
果
を
い
か
に
捉
え
る
か
、
④
こ
れ

か
ら
の
「
創
造
的
復
興
」
過
程
に
お
い
て
、
地

域
の
成
り
立
ち
・
履
歴
、
住
民
の
経
験
は
ど
う

活
か
さ
れ
る
の
か
。

　

前
（
一
）
項
で
示
し
た
、
行
政
手
続
き
・
プ

ロ
セ
ス
の
文
脈
に
お
い
て
、
被
災
地
の
学
芸
職

員
や
司
書
、
社
会
教
育
関
係
者
へ
の
期
待
に
言

及
し
た
が
、
右
①
～
④
の
、
あ
る
い
は
そ
れ
以

上
の
視
点
に
立
っ
た
自
治
体
史
編
纂
に
は
、
住

民
を
含
め
た
幅
広
い
存
在
が
必
要
と
な
る
。
諸

分
野
の
研
究
者
が
助
言
で
き
る
の
も
暫
く
先
か

も
し
れ
な
い
。
自
治
体
内
に
お
け
る
自
治
体
史

編
纂
意
義
の
説
明
や
、
そ
の
た
め
の
調
査
研
究
、

市
町
村
民
へ
の
社
会
教
育
事
業
の
展
開
意
義
な

ど
に
つ
い
て
、
行
政
手
続
き
・
プ
ロ
セ
ス
に
ま

つ
わ
る
様
々
な
局
面
で
、
彼
ら
・
彼
女
ら
が
い

か
に
「
行
政
」
し
、
行
政
組
織
内
に
思
想
と
展

望
を
植
え
付
け
ら
れ
る
か
。
そ
の
上
で
自
治
体

史
編
纂
が
、
人
と
人
、
人
と
地
域
を
つ
な
ぐ
政

策
に
昇
華
で
き
る
か
が
、「
地
域
歴
史
遺
産
」

を
媒
介
に
し
た
地
域
再
生
の
鍵
を
握
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

（
三
）
新
た
な
自
治
体
史
編
纂
の
あ
り
方

　

自
治
体
史
編
纂
は
税
金
を
使
っ
て
行
わ
れ
る

事
業
で
あ
る
以
上
、
主
語
は
自
治
体
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
廣
井
論
文
が
紹

介
す
る
「
地
域
編
」
の
あ
り
方
に
は
蒙
を
啓
か

れ
た
。

　

福
島
県
沿
岸
部
、
特
に
富
岡
町
を
中
心
と
し

た
双
葉
郡
内
に
は
、
原
子
力
発
電
所
の
建
設
・
稼

働
と
と
も
に
人
口
が
増
え
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
や
新

た
な
住
宅
地
の
拡
大
が
進
ん
だ
地
域
が
あ
る
。
行

政
を
主
語
と
し
て
複
合
災
害
に
関
す
る
総
括
を

行
う
通
史
編
に
加
え
、
昭
和
後
半
か
ら
平
成
に
お

け
る
地
域
の
人
び
と
の
営
為
を
記
録
し
描
く
こ

と
は
、
原
子
力
災
害
の
歴
史
的
位
置
づ
け
を
地
域

の
側
か
ら
行
う
観
点
で
必
要
で
あ
る
。

　

双
葉
郡
内
に
お
け
る
民
間
レ
ベ
ル
で
の
「
地

域
誌
」
編
纂
も
進
み
つ
つ
あ
る
。
国
文
学
研
究

資
料
館
の
西
村
慎
太
郎
氏
は
、
浪
江
町
、
双
葉

町
、
富
岡
町
な
ど
で
「
大
字
誌
」
の
編
纂
を
主

導
ま
た
は
協
力
し
て
い
る
。
原
子
力
災
害
被
災

地
に
お
い
て
、
震
災
以
前
の
住
民
の
生
活
圏
単

位
で
の
生
産
活
動
を
掘
り
起
こ
す
貴
重
な
仕
事

で
あ
る
。

　
『
三
木
市
史
』「
地
域
編
」
の
あ
り
方
は
、
西

村
氏
が
行
う
「
大
字
誌
」
編
纂
の
取
り
組
み
と
、

こ
れ
ま
で
全
国
で
展
開
さ
れ
て
き
た
自
治
体
史

編
纂
の
間
に
立
つ
、
新
た
な
自
治
体
史
の
あ
り

方
の
提
示
の
よ
う
に
感
じ
る
。
ゆ
え
に
、
今
後

自
治
体
史
を
編
纂
し
よ
う
と
す
る
自
治
体
に

と
っ
て
は
、
地
域
と
住
民
に
ど
う
対
峙
す
る
の

か
、
姿
勢
が
問
わ
れ
る
。

四
、
福
島
の
現
状
と
可
能
性

　

特
集
六
編
と
天
野
論
文
に
学
び
、
筆
者
が
関

心
を
寄
せ
る
福
島
県
沿
岸
地
域
、
特
に
双
葉
郡

の
自
治
体
史
「
再
」
編
纂
を
巡
っ
て
抱
い
た
課

題
意
識
を
以
下
紹
介
し
、
ま
と
め
に
向
か
い
た
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い
。

（
一
）
研
究
機
関
と
地
域
協
働

　

ま
ず
、
兵
庫
県
内
で
展
開
さ
れ
た
事
例
の
特

徴
に
つ
い
て
。
い
ず
れ
の
事
例
も
、
地
域
住
民

の
理
解
・
行
動
・
協
力
や
自
治
体
の
懐
の
深
さ

が
見
え
た
。
丹
波
篠
山
市
・
三
木
市
の
事
例
の

よ
う
に
歴
史
研
究
者
を
派
遣
で
き
る
大
学
の
存

在
と
、
受
け
入
れ
が
可
能
な
自
治
体
側
の
部
局

構
成
が
両
立
し
て
い
る
の
は
特
筆
す
べ
き
協
働

関
係
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
神
戸
大
学
が
こ
れ
ま

で
築
い
て
き
た
地
域
と
の
関
係
と
存
在
感
が
大

き
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
簡
単
に
で
き
る
こ

と
で
は
な
い
。

　

福
島
県
内
に
お
い
て
は
、
福
島
大
学
の
阿
部

浩
一
氏
や
徳
竹
剛
氏
ら
が
中
心
と
な
っ
て
ふ
く

し
ま
歴
史
資
料
保
存
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
を

展
開
し
、
県
内
各
地
の
地
域
資
料
保
全
に
尽
力

し
て
い
る
。
学
生
や
県
内
博
物
館
関
係
者
、
県

民
や
県
外
協
力
者
を
巻
き
込
ん
だ
継
続
的
な
取

り
組
み
で
あ
り
、
東
日
本
大
震
災
の
ほ
か
、
豪

雨
災
害
や
震
災
の
余
震
に
よ
る
地
震
の
被
災
地

域
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
活
動
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
動
き
に
、
今
後
本
格
稼
働
す
る
福

島
国
際
研
究
教
育
機
構
（
Ｆ-

Ｒ
Ｅ
Ｉ
、
双
葉

郡
浪
江
町
に
設
置)

な
ど
福
島
県
に
拠
点
を
置

く
国
の
研
究
機
関
が
呼
応
で
き
る
か
、
翻
れ

ば
国
・
Ｆ-

Ｒ
Ｅ
Ｉ
が
地
域
（
の
履
歴
と
未
来
、

こ
れ
ま
で
の
住
民
と
現
在
以
降
の
住
民
）
と
い

か
に
対
峙
す
る
の
か
、
で
神
戸
の
よ
う
な
動
き

に
な
る
か
ど
う
か
が
変
わ
る
。

　

加
え
て
、
特
集
六
編
を
通
読
し
感
じ
た
の

は
、
地
域
に
史
資
料
が
残
っ
て
い
る
、
ま
た
は

地
域
を
知
り
、
地
域
を
作
っ
て
き
た
経
験
を
持

つ
住
民
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
筆
者

は
様
々
な
場
面
で
紹
介
し
て
き
た
が
、
福
島
県

双
葉
郡
は
、
原
発
事
故
後
の
「
除
染
」
で
建
物

解
体
が
面
的
に
遂
げ
ら
れ
、
景
観
が
著
し
く
変

わ
っ
た
上
、
建
物
内
に
あ
っ
た
地
域
資
料
は
想

像
を
絶
す
る
量
が
失
わ
れ
た
。
震
災
以
前
の
住

民
の
帰
還
は
捗
ら
ず
、
現
在
双
葉
郡
内
で
生
産

活
動
を
重
ね
て
い
る
人
び
と
の
多
く
は
、
避
難

指
示
解
除
後
の
移
住
者
で
あ
る
。
当
然
帰
還
者

も
い
る
が
決
し
て
多
く
は
な
い
。

　

そ
の
な
か
で
、
原
子
力
災
害
被
災
地
の
実
態

を
記
録
・
分
析
し
、
実
相
を
将
来
に
伝
え
る
に

は
、
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
収
集
と
現
在
の

避
難
先
・
移
住
先
・
避
難
地
域
内
に
あ
る
史
資

料
の
悉
皆
調
査
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
個
人

情
報
を
扱
う
自
治
体
以
外
に
で
き
な
い
仕
事
で

あ
る
。
実
際
、
自
治
体
史
編
纂
レ
ベ
ル
の
事
業

を
起
こ
さ
な
い
限
り
、
昭
和
・
平
成
の
双
葉
郡

史
は
描
け
な
い
し
、
記
憶
資
料
を
含
め
た
資
料

保
全
は
進
ま
な
い
だ
ろ
う
。
ゆ
え
に
、
予
算
と

人
を
用
意
で
き
る
「
公
」
の
姿
勢
が
成
否
を
握

る
と
い
え
る
。
今
後
、
自
治
体
史
編
纂
を
導
き
、

意
思
決
定
さ
せ
る
行
政
内
部
を
支
え
る
た
め
に
、

①
学
芸
職
員
や
司
書
・
社
会
教
育
関
係
者
、
②

震
災
の
前
後
を
問
わ
ず
地
域
に
存
在
す
る
住
民

た
ち
、
③
幅
広
い
視
点
で
助
言
す
る
諸
分
野
の

研
究
者
た
ち
の
行
動
、
協
力
・
協
働
が
求
め
ら

れ
る
。

　

双
葉
郡
八
町
村
は
そ
れ
ぞ
れ
、
既
刊
の
自
治

体
史
を
持
ち
、
震
災
後
は
『
災
害
記
録
誌
』
を

編
纂
し
た
。
一
般
の
行
政
マ
ン
の
感
覚
で
あ
れ

ば
、
こ
れ
ら
の
編
纂
・
刊
行
に
よ
り
、「
災
害

の
記
録
」
や
町
村
の
歴
史
を
叙
述
す
る
事
業
は

完
了
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
地
域
歴
史
遺
産
を
め
ぐ
る
人
と
人
、
人
と
地
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域
の
持
続
的
な
取
り
組
み
の
重
要
性
を
知
る

『LIN
K

』
読
者
は
そ
う
は
思
わ
な
い
は
ず
で
あ

る
。
自
治
体
が
地
域
と
い
か
に
向
き
合
う
の
か
。

自
治
体
史
編
纂
途
中
に
『
震
災
編
』
刊
行
を
決

定
し
た
自
治
体
内
の
議
論
・
手
続
き
の
経
過
が
、

自
治
体
の
「
震
災
認
識
を
知
る
上
で
重
要
」
と

い
う
先
の
天
野
氏
の
指
摘
に
尽
き
よ
う
。

　

ゆ
え
に
、「
福
島
県
庁
」
の
対
県
民
、
対
県

土
へ
の
姿
勢
と
「
複
合
災
害
に
向
き
合
う
」
上

で
の
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
が
問
わ
れ
る
。『
新
編
福

島
県
史
』
の
行
方
は
ど
う
な
る
の
か
。
こ
の

点
、
福
島
県
よ
り
も
ず
っ
と
以
前
に
激
甚
災
害

を
経
験
し
、「
復
興
」
を
遂
げ
て
き
た
兵
庫
県
が
、

ど
の
よ
う
な
観
点
で
『
兵
庫
県
史
』
を
編
纂
し
、

各
自
治
体
史
編
纂
を
支
援
し
た
の
か
。震
災
史
・

地
域
史
叙
述
に
お
け
る
兵
庫
県
の
姿
勢
や
各
市

町
村
と
の
関
わ
り
方
に
興
味
を
覚
え
た
。
先
行

事
例
と
し
て
き
っ
と
福
島
県
に
多
大
な
教
示
を

与
え
て
く
れ
る
と
思
う
。
可
能
な
ら
、
今
後
の

『LIN
K

』
で
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
二
）
地
域
史
叙
述
に
向
け
た
期
待

　

双
葉
郡
を
含
む
原
子
力
災
害
被
災
地
の
地
域

史
叙
述
に
お
け
る
焦
点
は
、
以
下
に
ま
と
め
ら

れ
る
。

　

当
該
地
域
に
限
ら
な
い
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、

ま
ず
「
誰
の
た
め
の
地
域
史
か
」
と
い
う
点
。

現
在
、
避
難
指
示
経
験
地
域
で
は
、
震
災
前

の
住
民
（
避
難
継
続
・
移
住
）、
新
た
な
住
民
、

帰
還
し
た
住
民
、
外
部
か
ら
関
係
を
持
つ
「
関

係
人
口
」
な
ど
の
線
引
き
が
生
じ
て
い
る
。
行

政
サ
ー
ビ
ス
ま
た
は
国
民
の
権
利
上
（
教
育
・

福
祉
や
税
、
選
挙
権
な
ど
）、
ど
う
し
て
も
線

を
引
か
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
あ
れ
ば
、
引
か

な
く
て
良
い
こ
と
も
あ
る
。

　

避
難
継
続
・
移
住
決
断
の
住
民
に
と
っ
て
、

新
た
な
自
治
体
史
は
、パ
ト
リ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
確
認
の
場
と
な
ろ
う
。
震
災
後
の
住
民

な
ど
に
と
っ
て
は
、「
得
体
の
知
れ
な
い
地
域
」

化
を
防
ぐ
「
地
域
の
教
科
書
」
に
な
り
得
る
し
、

「
被
災
し
た
地
域
」
か
ら
「
自
分
の
未
来
を
積

み
上
げ
る
地
域
」
へ
の
価
値
転
換
の
き
っ
か
け

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
兵
庫
県
の
事
例
の
如

く
、
研
究
者
の
協
力
を
得
つ
つ
様
々
な
立
場
の

人
び
と
が
地
域
を
描
く
た
め
の
諸
作
業
に
関
わ

る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
原
子
力
災
害
被
災
地

に
必
要
と
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
災
害
を
「
い
か
に
記
録
す
る
か
」

か
ら
「
い
か
に
歴
史
に
位
置
づ
け
る
か
」
へ
の

発
展
。
言
い
換
え
れ
ば
、
刊
行
側
の
視
点
に

止
ま
る
記
録
集
・『
記
録
誌
』
の
発
行
か
ら
歩

を
進
め
、
自
治
体
史
編
纂
に
代
表
さ
れ
る
「
幅

広
い
史
資
料
収
集
の
成
果
共
有
と
災
害
の
総

括
」
に
こ
ぎ
着
け
ら
れ
る
か
、
が
第
二
の
テ
ー

マ
で
あ
ろ
う
。
佐
々
木
寬
司
氏
は
、
実
証
歴
史

学
を
前
提
と
し
て
、
常
に
歴
史
像
を
見
直
し
な

が
ら
様
々
な
テ
ー
マ
に
お
け
る
地
域
像
を
描
く

不
断
の
試
み
を
提
言
し
て
い
る
（
佐
々
木
寬
司

『
歴
史
学
と
現
在
』
文
献
出
版
、
一
九
九
五
年
）。

原
子
力
発
電
所
と
と
も
に
地
域
を
経
営
し
て
き

た
双
葉
郡
に
と
っ
て
、
持
つ
べ
き
姿
勢
だ
と
思

う
。

　

こ
れ
は
、
地
域
が
経
験
し
た
複
合
災
害
に
対

し
―
原
発
の
誘
致
・
立
地
・
防
災
対
応
や
地

域
と
の
関
係
形
成
・
維
持
を
含
め
―
、
時
点

時
点
に
お
け
る
問
題
関
心
に
基
づ
い
て
炙
り
出

さ
れ
た
現
代
課
題
を
問
い
続
け
る
作
業
に
外
な

ら
な
い
。
ゆ
え
に
、「
災
害
」
の
風
化
と
は
縁

遠
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
地
域
の
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変
化
を
見
つ
め
続
け
記
録
し
続
け
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
く
。

　
「
見
つ
め
」、「
記
録
す
」
る
視
点
は
、
地
域

居
住
者
、
部
外
者
、
研
究
者
ほ
か
、
様
々
な
立

場
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
よ
い
。
双
葉
郡
八
町
村
を

は
じ
め
、
特
に
全
住
民
の
避
難
を
経
験
し
た
地

域
で
は
、
災
害
の
経
験
を
記
録
し
叙
述
す
る
に

お
い
て
、
村
井
良
介
氏
の
い
う
「
開
か
れ
た
地

域
史
」（『LIN

K

』二
、二
〇
一
〇
年
）の
範
囲
が
、

そ
の
時
点
の
地
域
住
民
の
み
な
ら
ず
、
強
制
避

難
に
よ
っ
て
居
住
地
を
追
わ
れ
た
人
々
、
災
害

を
き
っ
か
け
に
関
係
・
交
流
を
も
つ
こ
と
に

な
っ
た
人
々
に
対
し
て
ま
で
拡
大
さ
れ
て
良
い
。

五
、
お
わ
り
に 

―
十
六
冊
の
『LIN

K

』
を
読
ん
で
―

　

原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
り
、
加
害
者
と
被

害
者
の
構
造
が
生
じ
た
な
か
、
双
葉
郡
内
、
少

な
く
と
も
富
岡
町
に
お
い
て
は
「
加
害
・
被
害
」

の
線
引
き
に
複
雑
性
を
覚
え
て
い
る
住
民
も
少

な
く
な
い
（
拙
稿
「
東
日
本
大
震
災
と
地
域
社

会
」『
東
北
史
講
義
【
近
世
・
近
現
代
編
】』
ち

く
ま
新
書
、
二
〇
二
三
年
）。
そ
も
そ
も
、
サ
ー

ビ
ス
業
を
含
め
れ
ば
原
発
事
故
前
は
六
割
以
上

が
何
ら
か
の
形
で
原
子
力
関
連
産
業
で
所
得
を

得
て
い
た
た
め
、
や
や
も
す
れ
ば
住
民
間
に
お

い
て
「
我
ら
」
と
「
彼
ら
」
の
危
険
な
線
引
き

す
ら
な
さ
れ
か
ね
な
い
。
計
画
廃
炉
の
扱
い
と

な
っ
た
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て
も
、

速
や
か
な
廃
炉
を
求
め
る
住
民
と
再
稼
働
を
地

域
の
利
と
考
え
た
住
民
の
双
方
が
い
る
。

　

す
で
に
東
日
本
大
震
災
を
知
ら
な
い
子
ど
も

た
ち
が
中
学
生
に
な
っ
て
い
る
現
在
、
困
難
な

プ
ロ
セ
ス
に
挑
戦
し
な
が
ら
福
島
県
内
の
自
治

体
史
編
纂
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
①
地
域
づ
く

り
、
②
住
民
に
よ
る
地
域
の
見
つ
め
直
し
、
③

将
来
を
見
据
え
た
地
域
資
料
・
地
域
歴
史
遺
産

の
継
承
に
お
い
て
、
極
め
て
大
き
な
存
在
に
な

り
得
る
。『LIN

K

』
十
六
冊
を
通
読
し
て
考
え

さ
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
上
で
感
じ
た
の
は
、
原
子
力
災
害
被
災

地
が
多
額
の
国
家
予
算
を
つ
ぎ
込
ん
で
〝
創
造

的
復
興
〟
を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
る
地
域
だ
か

ら
こ
そ
、
日
本
国
民
だ
け
で
な
く
世
界
の
人
々

が
ア
ク
セ
ス
し
う
る
「
災
害
経
験
情
報
」
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
の
重
要
性
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
自
治
体
、
住
民
、

幅
広
い
領
域
の
研
究
者
と
莫
大
な
史
資
料
が
欠

か
せ
な
い
。

　

兵
庫
県
内
に
お
け
る
自
治
体
史
編
纂
の
事
例

が
見
せ
て
い
る
継
続
的
な
「
人
と
の
関
わ
り
」

こ
そ
、
復
興
と
未
来
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で

あ
る
と
と
も
に
、
災
害
未
経
験
地
ま
で
を
含
め

た
「
地
域
づ
く
り
」
そ
の
も
の
の
キ
ー
ワ
ー
ド

で
あ
ろ
う
。


